
以前から障がい者雇用には取り組んでいましたが、大きく
動き始めたのは、兵庫県立高等特別支援学校（旧三田高等
養護学校）が開校した時でした。

その際、進路指導の先生が飛び込みで来社され、障がい者
雇用について相談を持ち掛けられました。就労についてど
う考えているかというお話を受け、私たちから「学校での
授業風景を見せてほしい」とお願いし、実際に学校を訪問
して授業の様子を見学しました。
その後、2週間の実習体験を2回ほど実施し、保護者の方や
先生とも面談を行ったうえで、最終的に本人の意思を確認
し、従業員として採用することになりました。
当時は2名を採用しましたが、1名は体力面の負担から退職
されました。もう1名は最近まで勤務していましたが、一
度退職したのち「また弊社で頑張りたい」という本人の希
望により再雇用することになりました。

■障がい者の雇用の
経緯について■

企業ＤＡＴＡ

代 表 者

所 在 地

従 業 員 数

代表取締役社⾧ 水垣 佳彦

〒658-0023
神戸市東灘区深江浜町32番

312人 障がい者10人
（内訳：身体障がい者2人 知的障がい者7人 精神障がい者1人）

https://www.mccfoods.co.jp/

調理食品の専業メーカーとして、カレー、パスタソース、スープ、冷凍食品
などの開発・製造・販売を手掛けています。

事 業 内 容

U R L

知的障がい者の方が社会に出て働くための基礎

をしっかりと学べる職業訓練施設がある阪神友愛

食品株式会社から、実習のご相談をいただいたこ

とがきっかけで、当社でも障がい者雇用に取り組

んでみようと考えるようになりました。

実習を受け入れる中で、同じ作業内容でも健常者の方は飽きが出てしまう場面でも、知的

障がい者の方は任された仕事を、真面目にこつこつと丁寧に取り組んでくださる姿勢にとて

も助けられました。障がい者の方が持つ「強み」や「⾧所」に気付けたことが、当社が障が

い者雇用を本格的に進める大きなきっかけとなりました。

現在は、一人ひとりの適性をしっかりと見極め、その障がい者の方に合った仕事内容で配

属するように心掛けています。業務の組み立て方を工夫することで、知的障がい者の方が無

理なく力を発揮できる環境づくりに努めています。

おいしさで共に
未来を創造する会社

管理本部 業務管理部長
兼 人事総務グループリーダー

小嶋 拓さん

管理本部 業務管理部
人事総務グループチームリーダー

金子 公美さん



■障がい者への取り組み・課題について■

■雇用環境管理
サポート体制について■

障がい者の方の適性に合った仕事を割り振るように努めていますが、どうしても皆さん

の得意分野が似ているため、担当する業務が重なってしまいます。新たに適した仕事を見

つけることも非常に難しいと感じています。当社に在籍している障がい者の方は、比較的

安定して働いてくださるので、幸い日々の業務運営には大きな問題はありません。

しかし、障がいによる特性は本当にさまざまであ

り、一人ひとりに対してどのような支援や配慮が適

切なのか、どんな環境を整えるべきなのか、常に悩

み考えながら対応しているのが現状です。

このため、今後も個々の障がい特性をより深く理

解し、知的障害の方が力を発揮できる仕事を見つけ

られるよう、社内体制の工夫や支援方法の改善に継

続して取り組んでいきたいと考えています。

障がい者の方の体力や状況に合わせて、勤務時間を柔軟に調整できる体制を整えており、

実習においても1回目は短時間勤務から始め、2回目はフルタイムで働いていただくなど、

段階的に負担を調整しています。その際には本人だけではなくご家族の意見も伺い、体力

面を考慮しながら最適な勤務時間を設定しています。

一方で、「もっと働きたい」「しっかり稼ぎた

い」と希望される方はフルタイム勤務を基本とし、

繁忙期にはご本人の希望がある場合のみ残業をお願

いしています。

また、年に一度自己申告書を提出していただき、

上司との面談を行っています。この面談では、1年

間の取り組みを振り返り、やりがいや成⾧につなが

るサポートを行っています。

さらに、社内には食堂があり、昼食の準備を保護

者が行わなくてもよい点も、ご家族の負担軽減にも

つながっています。



まずは実習を受け入れてみることで、その方の個性や特性が実際の業務でどのように活

かせるのかを知ることができます。障がい者の方にもさまざまなタイプがおられるため、

実習を通して会社との相性を確認していただくことが大切だと感じています。

また、「難しいこと」「できないこと」は、遠慮せず率直に伝えていただくことが、無

理のない働き方や適切なサポートにつながります。実習を経験することで、その方が職場

で力を発揮できるかどうかが見えてきますので、まずは気負わずに実習から始めて欲しい

と思います。障がい者の方としっかり向き合えば、必ず会社の戦力になる方がいます。

阪神友愛食品㈱の能力開発セン

ターで1年間の職業訓練の後、エ

ム・シーシー食品の実習を通じて

入社しました。

現在は、トラックへの積み込み

作業を担当し、困ったことがあれ

ば上司に相談しやすい雰囲気があ

り、とても話しやすい環境です。

職場の仲間ともコミュニケーションが取りやすく、働きやすさを感じています。仕事では

スケジュール表を使い、必要なことをメモしながら対応しています。

学生時代はサッカーをしており、今でも休日にはプールに行くなどして体力づくりを続

けています。歴史にも興味があり一番好きな人物は、徳川家康です。これからもまじめに

努力し、会社の力になれるよう頑張っていきたいです。

当社は工場・生産系の仕事が半分以上を占めますので、知的障害のある方の適性を活か

しやすい仕事が多くあります。工場では、レトルトカレーを殺菌するためのトレーを殺菌

機まで運ぶ作業や、大きな昇降機を組み合わせて殺菌機に運ぶ工程、肉の数を数える作業、

さらにレトルト前の細かなパウチへ材料を入れる作業などの工程があります。

これらのうち、細かいパウチ詰め作業は、一般の方でも難しさを感じる場合があるほど

繊細な仕事ですが、知的障がい者の方にはそれぞれの適性に合った業務を慎重に選び、無

理なく力を発揮できるような仕事の組み立てを行っています。

■障がい者のお仕事について■

■今後、障がい者を雇用する企業様へ■


